
指名委員会 （2025年4月1日～
2026年3月31日）

氏名 役職 出席状況

村越　晃 委員長 
社外取締役 100% 7回／7回

川上　良　 社外取締役 100% 7回／7回

木谷　泰夫 社外取締役 100% 7回／7回

鵜飼　英一 取締役 100% 7回／7回

播磨　悦 取締役 100% 7回／7回

報酬委員会 （2025年4月1日～
2026年3月31日）

氏名 役職 出席状況

塔下　辰彦 委員長
社外取締役 100% 6回／6回

小松　百合弥 社外取締役 100% 6回／6回

村越　晃 社外取締役 100% 6回／6回

和田　浩美＊ 社外取締役 100% 5回／5回

鵜飼　英一 取締役 100% 6回／6回

山本　正明 取締役 100% 6回／6回

＊委員会委員就任後の出席回数を記載しております。

監査委員会 （2025年4月1日～
2026年3月31日）

氏名 役職 出席状況

木谷　泰夫 委員長 
社外取締役 100% 13回／13回

川上　良　 社外取締役 92% 12回／13回

塔下　辰彦＊ 社外取締役 100% 10回／10回

江上　正樹 取締役 100% 13回／13回

播磨　悦＊ 取締役 100% 10回／10回

＊委員会委員就任後の出席回数を記載しております。

各委員会の出席状況監査委員会
■  監査委員会の審議内容

■  監査の状況 ■  内部監査の取り組み

■  内部統制の推進

　監査委員会における主な審議事項は、監査の方針お
よび監査計画の策定、会計監査人の監査計画の内容に
関する評価、会計監査人の選定に関する評価、内部統制
システムの整備・運用状況の評価などです。

　監査委員会は、監査委員会で決定した監査基準、監査
方針、監査計画などに基づき、取締役会その他重要な会
議に出席するほか、取締役および執行役ならびに使用人
などからその職務の執行状況について報告を受けまたは
聴取し、取締役および執行役の職務執行を監査していま
す。各監査委員は取締役会、執行役会のほか、サステナビ
リティ委員会や、リスク管理委員会、コンプライアンス委員
会および公正取引監察委員会など、内部統制システムを
運用する委員会に出席し、モニタリングを行っております。

　当社は、経営監査部が執行役社長の直属の組織とし
て、監査対象部門から独立した立場で内部監査業務を
担当し、執行機関のグループでの業務遂行状況につい
て、法令や社内規程などに対する準拠性、妥当性、事業
活動の有効性、効率性の観点から内部監査を実施して
います。
　内部監査は、執行機関の各組織別の監査（業務監
査）、リスク・業務機能別に組織を横断した監査（テーマ
監査）を実施し、その結果に基づき、監査対象部門へ改
善の助言や提言を行うとともに、改善対策の実施状況
のフォローアップを実施し、改善が完了するまで確認し
ています。
　内部監査の結果は、執行役社長、取締役会および監
査委員会へ報告し、全執行役とも情報を共有していま
す。また、経営監査部は、監査委員会、会計監査人および
子会社監査役と定期的に会合を行い、監査方針、監査
計画、監査結果などの情報・意見交換を図ることで、監
査の効率性と実効性の向上に努めています。
　海外では、各地区を統括する組織である「総支配人
室」の中に「企画・内部統制部」を設置しており、経営監
査部と企画・内部統制部は、各地区の事情や特性を踏ま
えて連携を図っています。

　当社は、リスクマネジメントおよびコンプライアンスを
経営の最重要課題のひとつとして位置づけ、内部統制シ
ステムに関する基本的な考え方（内部統制基本方針）を
定めています。この基本方針に基づいて、当社グループの
内部統制システムを整備・運用するとともに、事業環境
の変化に応じて内部統制システムの不断の見直しを行
い、経営の健全性や効率性の向上に努めています。
　内部統制推進部は、金融商品取引法に基づく内部統
制（内部統制報告制度）評価の統括管理を行うととも
に、会社法に基づく内部統制システムの強化を推進して
います。また、監査などを通じて把握された内部統制上

の課題について、グループ全体の視点からも、規程や手
順、体制などの整備・運用状況を点検し、是正・改善活
動を関係部門と連携しながら進めています。こうした取
り組みを通じて、各拠点における内部統制を強化すると
ともに、その安定的な運用を図っています。
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